
～ 2025年　2月　28日

（対象者数） 30名 （回答者数） 20名

～ 2025年　3月　14日

（対象者数） 15名 （回答者数） 12名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子どもが落ち着ける環境になるよう改善していく。

2

保護者会を設け、意見交換の場を増やす。

3

活動時の個別アプローチを考えていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

求人をかけていく。

2

児童館を訪問した際に、関わりをもてるよう工夫していく。

イベントを開催し、地域交流の場を作る。

3

出入口だけでもスロープを設けていきたい。

利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であると評

価を得た。

作業スペース、遊ぶスペースと分けている。

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状

況や課題について共通理解を得ている。

ミーティング等で子どもの様子を共有し検討している。

保護者へデイや学校での様子を伝えている。

活動プログラムを固定化せず、様々な取り組みを設けている。 活動内容を細かく打ち合わせている。

バリアフリー化が出来ていない 車椅子に対応した施設になっていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

男性スタッフが少ない 労働条件がマッチしていない。

児童クラブや児童館等、地域と関わる機会が少ない 地域とのつながりがない。

子ども同士で関わることが現状難しい。

2025年　3月　6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　4月　15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　すたんぷ

○保護者評価実施期間
2025年　2月　14日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


